






























約 1 年かけて21人に絞る。「 1 億円もらっても二度と参
加したくない」と振り返るほどの過酷な台湾合宿を乗り
切り、苦楽を共にし私の練習に喰らいついてきてくれた
選手21人を、最終15名に絞らなくてはいけない選考が、
代表監督として一番つらい作業だった。
選考に残った15名も各所属チームでは、スター選手と
して活躍してきた者ばかりだが、代表チームの中では役
割も違う。それぞれの個性を活かし、各自の役割をきち
んと与え、夢の舞台を諦めることになった33名の選手の
思いも忘れることのないようにと、小さなミス、生活の
乱れも厳しく叱り、チーム全体を引き締めた。
2000年シドニー五輪で銀メダル、2004年アテネ五輪で
銅メダル。それまで決してメジャースポーツとは言えな
かったソフトボールが少しずつ注目を集め出してきた時
に訪れた、2012年ロンドン五輪から種目除外という試
練。強化費の大幅な削減、また現役選手は目標を失いか
ねず、ソフトボール選手を目指す子供たちの数が減って
しまうことへの危惧。そんな中、オリンピック種目復帰
の為にも何としても取らなくてはならなかった、日本代
表チームの2008年北京五輪での金メダル。優勝の喜びと
ともに、心の奥には悔しさや嫉妬を強く感じずにはいら
れなかった。
オリンピック復帰の為には、ソフトボールの盛んな国
と、そうでない国との「温度差」をなくすこと、知名度
の低いヨーロッパやアフリカ大陸に何度も足を運び、自
らノックを打って楽しさを伝えたいと、2011年NPOソ
フトボール・ドリームを設立。各国の選手、関係者の
方々の力が集まり、叶えられた2020年東京五輪限定のソ
フトボール競技復帰。でもここで終わりではない。ソフ
トボールが五輪種目として続くかどうかは、東京五輪の
成功次第。日本代表選手にはレベルの高い一打一球、ひ
たむきにボールを追いかける姿で子供たちのお手本に
なってほしい。参加した各国の選手で、白熱した試合、
プレーを世界中に発信してほしい。「ソフトボールを見
てみたい・プレーしたい」という子供たちをひとりでも
多く増やしてほしい。そしてその子供たちの輝ける舞台
を作るのが私の仕事。それが私を育ててくれたソフト
ボールへの恩返しと、身を引き締めて私の出来る活動を
続けていきたいと思います。
［特別講演］
【夢の実現】オリンピック、苦難と栄光、そしてこれから
女子ソフトボール　元日本代表選手　
女子ソフトボール　元日本代表監督　
世界ソフトボール連盟　理事　
NPO法人ソフトボール・ドリーム　理事長　
宇津木　妙子
